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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】工場内のスペースや組み立てコストを削減でき 
る、中央ウィングボックスと胴体の迅速な接続を提供す 
る。
【解決手段】航空機の隔壁３０に中央ウィングボックス 
２０を接続するための接合部４０は、可撓性アングル部 
材を含み、当該可撓性アングル部材は、前記中央ウィン 
グボックス２０に接触及び接続するように形成された第 
１セクションと、前記隔壁３０のデッキ３１の第１面に 
接触及び接続するように形成された第２セクションと、 
前記第１セクションと前記第２セクションとの間に配置 
された中間丸み付けコーナーと、を含む。前記中央ウィ 
ングボックス２０には、第１支持部材が取り付けられ、 
当該第１支持部材により、前記可撓性アングル部材の前 
記第２セクションの第１面が支持される。前記隔壁３０ 
のウェブ３３には、第２支持部材が取り付けられ、当該 
第２支持部材により、前記可撓性アングル部材の前記第 
２セクションの第２面が支持される。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　20　　ＯＬ　外国語出願　（全16頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 航 空 機 に お い て 、 ウ ェ ブ 及 び デ ッ キ を 含 む 隔 壁 に 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を 接 続 す る た め  
の 接 合 部 で あ っ て 、
　 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 及 び 前 記 隔 壁 の う ち の 一 方 に 接 触 及 び 接 続 す る よ う に 形 成 さ  
れ た 第 １ セ ク シ ョ ン 、 前 記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ の 第 １ 面 に 接 触 及 び 接 続 す る よ う に 形 成 さ れ  
た 第 ２ セ ク シ ョ ン 、 及 び 、 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 間 に 配 置 さ れ た  
中 間 丸 み 付 け コ ー ナ ー を 含 む 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と 、
　 第 １ ピ ン で 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 取 り 付 け ら れ る 第 １ 支 持 部 材 と 、
　 第 ２ ピ ン で 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ に 取 り 付 け ら れ る 第 ２ 支 持 部 材 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 の う ち の 一 方 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前  
記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ の 第 １ 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は  
、 前 記 デ ッ キ に お け る 反 対 側 の 第 ２ 面 に 配 置 さ れ る 、 接 合 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、 前 記 第  
１ ピ ン は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 中 間 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半 径 の 中 心 と 一 致 す る  
、 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、 前 記 第  
２ ピ ン は 、 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ と 前 記 デ ッ キ と の 交 差 部 分 に 位 置 す る 前 記 丸 み 付 け コ ー  
ナ ー の 半 径 の 中 心 と 一 致 す る 点 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 接 合 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ と 補 強 部 材 と を さ ら に 含 み 、
　 前 記 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ 支 持  
部 材 は 、 前 記 第 １ ピ ン で 前 記 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ に 取 り 付 け ら れ 、
　 前 記 補 強 部 材 は 、 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 第  
２ ピ ン で 前 記 補 強 部 材 に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 接 合 部 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 対 向 す る ク レ ビ ス を 有 す る ラ グ を 含 み 、 前  
記 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ 及 び 前 記 補 強 部 材 は 前 記 ク レ ビ ス 間 に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載  
の 接 合 部 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 繊 維 強 化 複 合 材 料 及 び 金 属 材 料 の う ち の 一 方 で 作 製 さ れ る  
、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 接 合 部 。
【 請 求 項 ７ 】
　 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ を さ ら に 含 み 、 当 該 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 可 撓 性 ア  
ン グ ル 部 材 か ら 横 方 向 に オ フ セ ッ ト 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 前  
記 隔 壁 と の 交 差 部 分 に フ ィ ッ ト す る 角 度 で 配 向 さ れ る 第 １ セ ク シ ョ ン 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン  
を 含 み 、 前 記 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と は 異 な る 構 成 を 有 し  
て お り 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 よ り も 可 撓 性 が 低 い 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 接 合 部 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 接 触 及 び 接 続 す る 第 １ 可 撓 性  
ア ン グ ル 部 材 で あ り 、 前 記 接 合 部 は 、 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ 及 び 前 記 デ ッ キ に 接 触 及 び 接  
続 す る 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 接 合  
部 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 対 で 配 向 さ れ 、 前 記 対 の 各 々 の 前 記 第 １ 支  
持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 水 平 デ ッ キ の 両 面 で 重 な る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １  
つ に 記 載 の 接 合 部 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 胴 体 と 、
　 前 記 胴 体 内 に 配 置 さ れ た 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 、 及 び 前 記 胴 体 の 両 側 か ら 外 方 に 延 び る  
翼 を 含 む 翼 ア セ ン ブ リ と 、
　 前 記 胴 体 内 に 配 置 さ れ る と と も に 、 ウ ェ ブ 及 び デ ッ キ を 含 む 隔 壁 と 、
　 前 記 隔 壁 に 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を 接 続 す る 接 合 部 と 、 を 含 み 、 当 該 接 合 部 は 、
　 　 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 及 び 前 記 隔 壁 の う ち の 一 方 に 接 続 す る 第 １ セ ク シ ョ ン 、 前  
記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ の 全 体 に 延 び る 第 ２ セ ク シ ョ ン 、 及 び 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２  
セ ク シ ョ ン と の 間 に 配 置 さ れ た 中 間 コ ー ナ ー を 含 む 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と 、
　 　 前 記 デ ッ キ の 第 １ 面 に お い て 前 記 胴 体 の 幅 全 体 に わ た っ て 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る 第  
１ 支 持 部 材 と 、
　 　 前 記 デ ッ キ に お け る 反 対 側 の 第 ２ 面 に お い て 前 記 胴 体 の 幅 全 体 に わ た っ て 間 隔 を 空 け  
て 配 置 さ れ る 第 ２ 支 持 部 材 と 、 を 含 み 、
　 　 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 の う ち の 一 方 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の  
前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン に 接 触 す る 、 航 空 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、 前 記 コ ー ナ ー の 半 径 の 中 心 に 位 置  
す る ピ ン で 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 航 空 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、 前 記 コ ー ナ ー の 半 径 の 中 心 に 位 置  
す る ピ ン で 前 記 ウ ェ ブ に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 航 空 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 胴 体 の 幅 に 沿 っ て 対 で 配 向 さ れ 、 前 記  
対 の 各 々 の 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 デ ッ キ の 両 面 で 重 な る 、 請 求  
項 １ ０ ～ １ ２ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 航 空 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 取 り 付 け ら れ る 第 １ 可 撓 性 ア  
ン グ ル 部 材 で あ り 、 前 記 航 空 機 は 、 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を さ ら に 含 み 、 当 該 第 ２ 可 撓  
性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 ウ ェ ブ に 取 り 付 け ら れ る 第 １ セ ク シ ョ ン と 、 前 記 デ ッ キ の 全 体 に  
わ た っ て 配 置 さ れ る 第 ２ セ ク シ ョ ン と 、 丸 み 付 け 中 間 コ ー ナ ー と 、 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ ～  
１ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 航 空 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 胴 体 の 中 央 セ ク シ ョ ン に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 前 記 航 空 機  
は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 か ら 横 方 向 に オ フ セ ッ ト 配 置 さ れ る と と も に 当 該 可 撓 性 ア ン  
グ ル 部 材 の 両 側 に 設 け ら れ た 傾 斜 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ を さ ら に 含 み 、 前 記 傾 斜 コ ー ナ  
ー フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 及 び 前 記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ に 接 触 す る よ  
う な 角 度 形 状 を 有 す る と と も に 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と は 異 な る 構 成 を 有 し 、 前 記 可  
撓 性 ア ン グ ル 部 材 よ り も 可 撓 性 が 低 い 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 航 空 機  
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 接 続 さ れ た 第 １ 可 撓 性 ア ン グ  
ル 部 材 で あ り 、 前 記 航 空 機 は 、 １ つ 以 上 の 追 加 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を さ ら に 含 み 、 当 該  
追 加 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 接 続 さ れ た 第 １ セ ク シ ョ ン と  
、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス か ら 外 方 に 延 び る と と も に 前 記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ 全 体 に 延 び  
る 第 ２ セ ク シ ョ ン と 、 中 間 コ ー ナ ー と 、 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載  
の 航 空 機 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 航 空 機 の 隔 壁 に 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を 接 続 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 前 記 隔 壁 と の 交 差 部 分 に 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 中 間 丸 み 付  
け コ ー ナ ー を 配 置 す る こ と と 、
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　 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 １ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る こ と  
と 、
　 前 記 隔 壁 に 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 ２ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る こ と と 、
　 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 第 １ 支 持 部 材 を 接 続 し 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第  
２ セ ク シ ョ ン の 第 １ 面 に 接 触 さ せ る こ と と 、
　 前 記 隔 壁 に 第 ２ 支 持 部 材 を 接 続 し 、 前 記 隔 壁 の 両 側 に お い て 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記  
第 ２ 支 持 部 材 を 重 ね 合 わ せ る こ と と 、 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半 径 の 中 心 に 配 置 さ れ た 第 １ ピ ン を 使 用 し て 、 前 記 中 央 ウ ィ ン  
グ ボ ッ ク ス に 前 記 第 １ 支 持 部 材 を 接 続 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 第 １ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 で あ り 、
　 前 記 隔 壁 の 第 １ セ ク シ ョ ン に 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 １ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る こ と  
と 、
　 前 記 隔 壁 の 第 ２ セ ク シ ョ ン に 前 記 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 ２ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る  
こ と と 、
　 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 間 に 位 置 す る 前 記 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部  
材 の 丸 み 付 け コ ー ナ ー を 、 前 記 隔 壁 の 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 交 差  
部 分 に 配 置 す る こ と と 、
　 前 記 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半 径 と 一 致 す る ピ ン で 、 前 記 隔 壁 に 前 記 第 ２ 支 持 部 材 を 接 続 す  
る こ と と 、 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 １ 側 部 に お い て 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 第 １ コ ー ナ  
ー フ ィ ッ テ ィ ン グ を 取 り 付 け る こ と と 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 ２ 側 部 に お い て 、 前  
記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 第 ２ コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ を 取 り 付 け る こ と と 、 を 含 み 、 前  
記 第 １ コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ 及 び 前 記 第 ２ コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 可 撓 性 ア ン  
グ ル 部 材 に 接 触 す る 、 請 求 項 １ ７ ～ １ ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 概 し て 、 航 空 機 の 分 野 に 関 し 、 具 体 的 に は 、 航 空 機 の セ ク シ ョ ン 間 の 接 続 に  
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 航 空 機 は 、 翼 間 に 配 置 さ れ る と も に 、 こ れ ら の 翼 に 接 続 さ れ た 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を  
含 み う る 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス は 、 飛 行 中 に は 翼 か ら の 空 力 に よ り 、 ま た 、 航 空 機 が 地  
上 に あ る と き に は 翼 自 体 の 重 量 、 及 び 翼 内 に 貯 留 さ れ た 燃 料 の 重 量 に よ り 、 張 力 、 圧 縮 力  
、 せ ん 断 力 、 及 び 捻 り 力 な ど の 応 力 を 受 け る 。 ま た 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス は 、 翼 か ら の  
力 を 胴 体 に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 航 空 機 は 、 モ ジ ュ ー ル 方 式 で 製 造 す る こ と が で き る 。 航 空 機 の 複 数 の 異 な る 部 品 は 、 個  
々 に 製 造 さ れ 、 そ の 後 、 こ れ ら の 部 品 が 集 め ら れ て 組 み 立 て ら れ る 。 例 え ば 、 翼 ア セ ン ブ  
リ は 、 胴 体 と は 別 に 製 造 す る こ と が で き る 。 組 み 立 て 工 程 に お い て は 、 ほ ぼ 完 成 し た 胴 体  
を 全 て 完 成 し た 翼 上 に 降 下 さ せ た 後 、 こ れ ら を 互 い に 接 合 す る 。 こ れ に よ り 、 生 産 速 度 を  
高 め る と と も に 、 工 場 内 の ス ペ ー ス や 組 み 立 て コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 こ の モ ジ  
ュ ー ル 方 式 で は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 胴 体 と を 適 切 に 接 続 す る た め の 安 全 な 接 続 部 が  
求 め ら れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 態 様 は 、 航 空 機 に お い て 、 ウ ェ ブ 及 び デ ッ キ を 含 む 隔 壁 に 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を 接  



10

20

30

40

50

JP 2022-115082 A 2022.8.8(5)

続 す る た め の 接 合 部 に 関 連 す る 。 当 該 接 合 部 は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を 含 み 、 当 該 可 撓 性  
ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 及 び 前 記 隔 壁 の う ち の 一 方 に 接 触 及 び 接 続 す  
る よ う に 形 成 さ れ た 第 １ セ ク シ ョ ン と 、 前 記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ の 第 １ 面 に 接 触 及 び 接 続 す  
る よ う に 形 成 さ れ た 第 ２ セ ク シ ョ ン と 、 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 間  
に 配 置 さ れ た 中 間 丸 み 付 け コ ー ナ ー と 、 を 含 む 。 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に は 、 第 １ ピ  
ン で 第 １ 支 持 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 。 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ に は 、 第 ２ ピ ン で 第 ２ 支 持 部  
材 が 取 り 付 け ら れ る 。 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 の う ち の 一 方 は 、 前 記 可 撓  
性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 す る 。 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 隔 壁 の 前 記  
デ ッ キ の 第 １ 面 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 デ ッ キ に お け る 反 対 側 の 第 ２ 面 に  
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第 ２ セ ク シ ョ  
ン を 支 持 し 、 前 記 第 １ ピ ン は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 中 間 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半  
径 の 中 心 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第 ２ セ ク シ ョ  
ン を 支 持 し 、 前 記 第 ２ ピ ン は 、 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ と 前 記 デ ッ キ と の 交 差 部 分 に 位 置 す  
る 前 記 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半 径 の 中 心 と 一 致 す る 点 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に は 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ が 取 り 付 け ら れ  
、 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ ピ ン で 前 記 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ に 取 り 付 け ら れ る 。 前 記  
隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ に は 、 補 強 部 材 が 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ ピ ン で  
前 記 補 強 部 材 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 対 向 す る ク レ ビ ス を 有  
す る ラ グ を 含 み 、 前 記 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ 及 び 前 記 補 強 部 材 は 前 記 ク レ ビ ス 間 に 配 置 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 繊 維 強 化 複 合 材 料 及 び 金 属 材 料 の う ち  
の 一 方 で 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ が 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 か ら 横 方 向 に  
オ フ セ ッ ト 配 置 さ れ る 。 前 記 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 前  
記 隔 壁 と の 交 差 部 分 に フ ィ ッ ト す る 角 度 で 配 向 さ れ る 第 １ セ ク シ ョ ン 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン  
を 含 み 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と は 異 な る 構 成 を 有 し て お り 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材  
よ り も 可 撓 性 が 低 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 接 触 及 び  
接 続 す る 第 １ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 で あ り 、 前 記 接 合 部 は 、 前 記 隔 壁 の 前 記 ウ ェ ブ 及 び 前 記  
デ ッ キ に 接 触 及 び 接 続 す る 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 対 で 配 向 さ れ 、 前 記 対  
の 各 々 の 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 水 平 デ ッ キ の 両 面 で 重 な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 態 様 は 、 航 空 機 に 関 連 す る 。 当 該 航 空 機 は 、 胴 体 と 、 前 記 胴 体 内 に 配 置 さ れ た 中 央 ウ  
ィ ン グ ボ ッ ク ス 、 及 び 前 記 胴 体 の 両 側 か ら 外 方 に 延 び る 翼 を 含 む 翼 ア セ ン ブ リ と 、 前 記 胴  
体 内 に 配 置 さ れ る と と も に 、 ウ ェ ブ 及 び デ ッ キ を 含 む 隔 壁 と 、 前 記 隔 壁 に 前 記 中 央 ウ ィ ン  
グ ボ ッ ク ス を 接 続 す る 接 合 部 と 、 を 含 む 。 当 該 接 合 部 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 及 び  
前 記 隔 壁 の う ち の 一 方 に 接 続 す る 第 １ セ ク シ ョ ン 、 前 記 隔 壁 の 前 記 デ ッ キ の 全 体 に 延 び る  
第 ２ セ ク シ ョ ン 、 及 び 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 間 に 配 置 さ れ た 中 間  
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コ ー ナ ー を 含 む 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と 、 前 記 デ ッ キ の 第 １ 面 に お い て 前 記 胴 体 の 幅 全 体 に  
わ た っ て 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る 第 １ 支 持 部 材 と 、 前 記 デ ッ キ に お け る 反 対 側 の 第 ２ 面 に  
お い て 前 記 胴 体 の 幅 全 体 に わ た っ て 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る 第 ２ 支 持 部 材 と 、 を 含 み 、 前  
記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 の う ち の 一 方 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第  
２ セ ク シ ョ ン に 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、 前 記 コ ー ナ ー  
の 半 径 の 中 心 に 位 置 す る ピ ン で 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン を 支 持 し 、 前 記 コ ー ナ ー  
の 半 径 の 中 心 に 位 置 す る ピ ン で 前 記 ウ ェ ブ に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 胴 体 の 幅 に 沿 っ て  
対 で 配 向 さ れ 、 前 記 対 の 各 々 の 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 デ ッ キ の  
両 面 で 重 な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 取 り 付 け  
ら れ る 第 １ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 で あ り 、 前 記 航 空 機 は 、 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を さ ら に  
含 み 、 当 該 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 ウ ェ ブ に 取 り 付 け ら れ る 第 １ セ ク シ ョ ン と 、  
前 記 デ ッ キ の 全 体 に わ た っ て 配 置 さ れ る 第 ２ セ ク シ ョ ン と 、 丸 み 付 け 中 間 コ ー ナ ー と 、 を  
含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 胴 体 の 中 央 セ ク シ ョ ン に 沿 っ て 配  
置 さ れ 、 前 記 航 空 機 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 か ら 横 方 向 に オ フ セ ッ ト 配 置 さ れ る と と  
も に 当 該 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 両 側 に 設 け ら れ た 傾 斜 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ を さ ら に 含  
み 、 前 記 傾 斜 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス 及 び 前 記 隔 壁 の 前 記  
デ ッ キ に 接 触 す る よ う な 角 度 形 状 を 有 す る と と も に 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 と は 異 な る  
構 成 を 有 し 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 よ り も 可 撓 性 が 低 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 接 続 さ れ  
た 第 １ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 で あ り 、 前 記 航 空 機 は 、 １ つ 以 上 の 追 加 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材  
を さ ら に 含 み 、 当 該 追 加 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 接 続 さ れ  
た 第 １ セ ク シ ョ ン と 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス か ら 外 方 に 延 び る と と も に 前 記 隔 壁 の 前  
記 デ ッ キ 全 体 に 延 び る 第 ２ セ ク シ ョ ン と 、 中 間 コ ー ナ ー と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 態 様 は 、 航 空 機 の 隔 壁 に 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を 接 続 す る た め の 方 法 に 関 連 す る 。 当  
該 方 法 は 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 前 記 隔 壁 と の 交 差 部 分 に 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 中  
間 丸 み 付 け コ ー ナ ー を 配 置 す る こ と と 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル  
部 材 の 第 １ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る こ と と 、 前 記 隔 壁 に 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 ２ セ ク  
シ ョ ン を 接 続 す る こ と と 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 第 １ 支 持 部 材 を 接 続 し 、 前 記 可 撓  
性 ア ン グ ル 部 材 の 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン の 第 １ 面 に 接 触 さ せ る こ と と 、 前 記 隔 壁 に 第 ２ 支 持  
部 材 を 接 続 し 、 前 記 隔 壁 の 両 側 に お い て 前 記 第 １ 支 持 部 材 及 び 前 記 第 ２ 支 持 部 材 を 重 ね 合  
わ せ る こ と と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 前 記 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半 径 の 中 心 に 配 置 さ れ た 第 １  
ピ ン を 使 用 し て 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 前 記 第 １ 支 持 部 材 を 接 続 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 は 、 第 １ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 で あ り 、 前 記  
隔 壁 の 第 １ セ ク シ ョ ン に 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 １ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る こ と と 、 前  
記 隔 壁 の 第 ２ セ ク シ ョ ン に 前 記 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 ２ セ ク シ ョ ン を 接 続 す る こ と  
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と 、 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 間 に 位 置 す る 前 記 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル  
部 材 の 丸 み 付 け コ ー ナ ー を 、 前 記 隔 壁 の 前 記 第 １ セ ク シ ョ ン と 前 記 第 ２ セ ク シ ョ ン と の 交  
差 部 分 に 配 置 す る こ と と 、 前 記 丸 み 付 け コ ー ナ ー の 半 径 と 一 致 す る ピ ン で 、 前 記 隔 壁 に 前  
記 第 ２ 支 持 部 材 を 接 続 す る こ と と 、 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 他 の 態 様 に お い て 、 前 記 方 法 は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の 第 １ 側 部 に お い て 、 前 記 中  
央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 第 １ コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ を 取 り 付 け る こ と と 、 前 記 可 撓 性 ア ン  
グ ル 部 材 の 第 ２ 側 部 に お い て 、 前 記 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス に 第 ２ コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ  
を 取 り 付 け る こ と と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ 及 び 前 記 第 ２ コ ー ナ ー フ  
ィ ッ テ ィ ン グ は 、 前 記 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 に 接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た 特 徴 、 機 能 、 及 び 利 点 は 、 様 々 な 態 様 に お い て 個 別 に 達 成 可 能 で あ り 、 ま た 、  
さ ら に 別 の 態 様 と 組 み 合 わ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の 詳 細 は 、 以 下 の 説 明 及 び 図 面 を 参  
照 す れ ば 明 ら か で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 航 空 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 航 空 機 の 胴 体 を 示 す 側 方 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 航 空 機 の 胴 体 内 に お い て 、 接 合 部 で 隔 壁 に 取 り 付 け ら れ た 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス  
を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 隔 壁 と を 接 続 す る 接 合 部 を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 隔 壁 と を 接 続 す る 接 合 部 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を 示 す 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 隔 壁 と を 接 続 す る 接 合 部 を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 後 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を 示 す 斜 視 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 を 示 す 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス と 隔 壁 と を 接 続 す る 接 合 部 を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 支 持 部 材 と 、 補 強 部 材 又 は 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ と の 接 続 部 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 航 空 機 の 隔 壁 に 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス を 接 続 す る た め の 方 法 を 示 す フ ロ ー 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 航 空 機 １ ０ ０ は 、 機 首 １ ０ ９ 及 び 尾 部 １ ０ ８ を 有 す る 胴 体 １ ０ １ を  
含 む 。 翼 ア セ ン ブ リ １ ０ ２ は 、 対 向 す る 翼 １ ０ ３ の 間 に 配 置 さ れ る と と も に こ れ ら の 翼 を  
支 持 す る 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ を 含 む 。 翼 １ ０ ３ に は 、 飛 行 中 に 航 空 機 に 動 力 を 供 給  
す る た め の エ ン ジ ン １ ０ ５ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 胴 体 １  
０ １ 内 に 配 置 さ れ 、 翼 ア セ ン ブ リ １ ０ ２ と 胴 体 １ ０ １ と を 機 能 的 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 明 瞭 化 の た め に 翼 １ ０ ３ を 取 り 外 し た 状 態 の 胴 体 １ ０ １ を 示 す 側 方 概 略 図 で あ  
る 。 胴 体 １ ０ １ は 、 尾 部 １ ０ ８ と 機 首 １ ０ ９ と の 間 に 延 び る 長 さ Ｌ の 細 長 形 状 を 有 す る 。  
図 ２ に 示 す 例 に お い て は 、 胴 体 １ ０ １ は 、 上 部 分 １ １ ０ と 下 部 分 １ １ １ と に 分 か れ て い る  
。 上 部 分 １ １ ０ は 、 フ ロ ア １ ０ ４ を 有 す る キ ャ ビ ン 領 域 １ ０ ６ を 含 む 。 上 部 分 １ １ ０ は 、  
限 定 す る も の で は な い が 、 座 席 、 頭 上 収 納 部 、 化 粧 室 、 及 び 他 の 様 々 な 設 備 な ど の 、 乗 客  
を 輸 送 す る た め の 様 々 な コ ン ポ ー ネ ン ト を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 下 部 分 １ １ １ は 、 上 部 分 １ １ ０ の フ ロ ア １ ０ ４ よ り も 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。 下 部 分 １  
１ １ は 、 胴 体 １ ０ １ の 右 側 又 は 左 側 の い ず れ か に 貨 物 を 保 持 す る た め の 前 方 貨 物 デ ッ キ １  
１ ２ を 含 む 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 前 方 貨 物 デ ッ キ １ １ ２ の 後 方 に 配 置 さ れ て い  
る 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 前 方 貨 物 デ ッ キ １ １ ２ の 後 方 に 配 置 さ れ た 接 合 部 ４ ０  
で 隔 壁 ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 主 脚 ホ イ ー ル 格 納 部 １ １ ３ は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０  
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の す ぐ 後 方 に 配 置 さ れ て い る 。 後 方 貨 物 収 容 部 又 は 後 方 貨 物 デ ッ キ を 含 む 下 側 後 方 貨 物 室  
１ １ ４ は 、 主 脚 ホ イ ー ル 格 納 部 １ １ ３ の 後 方 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 航 空 機 の 設 計 に お い て 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ か ら 隔 壁 ３ ０ を オ フ セ ッ ト 配 置 す る  
こ と に よ り 、 航 空 機 １ ０ ０ を 個 々 の ア セ ン ブ リ で 製 造 す る 場 合 に 組 み 立 て 処 理 を 容 易 に 行  
う こ と が で き る 。 こ の オ フ セ ッ ト 配 置 に お い て は 、 ほ ぼ 完 成 し た 胴 体 １ ０ １ を 全 て 完 成 し  
た 翼 ア セ ン ブ リ １ ０ ２ 上 に 降 下 さ せ た と き に 、 翼 と 本 体 と の 接 合 を 迅 速 に 行 う こ と が で き  
る 。 こ れ に よ り 、 他 の 設 計 の 場 合 と 比 較 し て 、 生 産 速 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 航 空 機 １ ０ ０ は 、 上 部 分 １ １ ０ が 乗 客 及 び 飛 行 乗 務 員 用 に  
構 成 さ れ 、 下 部 分 １ １ １ が 貨 物 収 納 及 び 航 空 機 材 用 に 構 成 さ れ た 民 間 航 空 機 で あ る 。 中 央  
ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ と 隔 壁 ３ ０ と を 接 続 す る 接 合 部 ４ ０ は 、 限 定 す る も の で は な い が 、  
様 々 な 民 間 航 空 機 及 び 非 民 間 航 空 機 を 含 む 、 他 の 様 々 な 航 空 機 に 使 用 す る こ と が で き る 。  
こ れ ら の 航 空 機 １ ０ ０ は 、 貨 物 及 び ／ 又 は 乗 客 を 収 容 す る た め に 同 じ 又 は 異 な る 構 成 を 含  
み う る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ の 前 部 分 を 示 し て い る 。 胴 体 １ ０ １ の 外 板 は 、 明 瞭  
化 の た め に 取 り 外 さ れ て い る 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 胴 体 １ ０ １ の 幅 Ｗ を 横 切 っ  
て 延 び る 前 翼 桁 ２ １ な ど の 翼 桁 を 含 む 。 翼 上 ビ ー ム ２ ３ は 、 幅 Ｗ 全 体 に わ た っ て 間 隔 を 空  
け て 配 置 さ れ る と と も に 、 前 翼 桁 ２ １ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 に 並 ん で い る 。 中 央 ウ ィ ン グ  
ボ ッ ク ス ２ ０ は ま た 、 上 側 外 板 及 び 下 側 外 板 （ 図 示 略 ） を 含 む 。 な お 、 外 板 に ス ト リ ン ガ  
（ 図 示 略 ） を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 さ ら に 機 械 的 な 支 持 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 隔 壁 ３ ０ は 、 胴 体 １ ０ １ の 幅 Ｗ 全 体 に わ た っ て 配 置 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す 例 に お い て  
、 隔 壁 ３ ０ は 、 胴 体 １ ０ １ の 底 部 １ １ ５ に 配 置 さ れ て い る 。 他 の 例 に お い て 、 隔 壁 ３ ０ は  
、 胴 体 １ ０ １ の 底 部 １ １ ５ に 対 す る 高 さ が 異 な っ て い て も よ い 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２  
０ は 、 様 々 な サ イ ズ と す る こ と が 可 能 で あ り 、 胴 体 １ ０ １ 内 の 様 々 な 位 置 に 配 置 す る こ と  
が で き る 。 一 例 に お い て 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ 及 び 隔 壁 ３ ０ は 、 両 方 と も 胴 体 １ ０  
１ の 下 部 分 １ １ １ に 含 ま れ る 。 図 ３ の 例 に 示 す よ う に 、 隔 壁 ３ ０ の 高 さ は 制 限 さ れ て お り  
、 当 該 隔 壁 ３ ０ の 頂 部 １ １ ６ が 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ の 頂 部 よ り も 下 方 に 位 置 す る 。  
こ れ に よ り 、 隔 壁 ３ ０ の 頂 部 １ １ ６ が 、 前 翼 桁 ２ １ に 沿 っ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 隔 壁 ３ ０ は 、 胴 体 １ ０ １ の 実 質 的 に 丸 み を 帯 び た 断 面 形 状 に 一 致 す る 曲 線 形 状 の パ ネ ル  
３ ２ を 含 む 。 水 平 デ ッ キ ３ １ が 、 幅 Ｗ の 全 体 に 延 び る 翼 弦 を 形 成 し て お り 、 パ ネ ル ３ ２ の  
両 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 隔 壁 ３ ０ は ま た 、 水 平 デ ッ キ ３ １ と 下 側 の パ ネ ル ３ ２ と の 間  
に 延 在 す る ウ ェ ブ ３ ３ を 有 す る 垂 直 壁 を 含 む 。 一 例 に お い て 、 パ ネ ル ３ ２ は 、 胴 体 １ ０ １  
内 で 実 質 的 に 垂 直 に 配 向 さ れ て い る 。 パ ネ ル ３ ２ の 強 度 を 上 げ る た め に 、 当 該 パ ネ ル に は  
水 平 補 強 部 材 ３ ４ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ 、 図 ４ Ａ 、 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 隔 壁 ３ ０ に は 、 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ が  
配 置 さ れ て い る 。 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ は 、 第 １ セ ク シ ョ ン ８ ７ と 、 第 ２ セ ク シ ョ  
ン ８ ６ と 、 中 間 丸 み 付 け コ ー ナ ー ３ ８ と を 含 む 。 コ ー ナ ー ３ ８ は 、 半 径 Ｒ １ の 丸 み を 帯 び  
た 形 状 を 有 す る 。 図 ５ に 示 す 例 に お い て 、 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ は 、 隔 壁 ３ ０ と は  
分 離 し て お り 、 実 質 的 に 平 ら で あ っ て 水 平 デ ッ キ ３ １ 上 に 配 置 さ れ る 第 １ セ ク シ ョ ン ８ ７  
と 、 実 質 的 に 平 ら で あ っ て ウ ェ ブ ３ ３ 上 に 配 置 さ れ る 第 ２ セ ク シ ョ ン ８ ６ と 、 丸 み 付 け コ  
ー ナ ー ３ ８ と を 含 む 。 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ は 、 単 一 の 部 品 で あ っ て も よ い し 、 互  
い に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た ２ つ 以 上 の 部 品 で 形 成 さ れ て も よ い 。 他 の 例 に お い て 、 第 １  
セ ク シ ョ ン ８ ７ 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン ８ ６ の う ち の 一 方 又 は 両 方 は 、 隔 壁 ３ ０ の 一 部 で 形 成  
さ れ 、 例 え ば 、 限 定 す る も の で は な い が 、 第 １ セ ク シ ョ ン は 水 平 デ ッ キ ３ １ で 形 成 さ れ 、  
第 ２ セ ク シ ョ ン は ウ ェ ブ ３ ３ で 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ の コ ー ナ ー ３ ８ は 、 中 心 点 Ｃ か ら 延 び る 半 径 Ｒ １ を 有 す る  
。 丸 み 付 け コ ー ナ ー ３ ８ に よ り 、 約 ８ ５ ° ～ 約 ９ ５ ° の 範 囲 内 の 角 度 β で 第 １ セ ク シ ョ ン  
８ ７ 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン ８ ６ が 配 置 さ れ る 。 一 例 に お い て 、 角 度 β は ９ ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 隔 壁 ３ ０ は 、 ウ ェ ブ ３ ３ に 取 り 付 け ら れ る と と も に 当 該 ウ ェ ブ を 支 持 す る 垂 直 補 強 部 材  
３ ６ を さ ら に 含 む 。 補 強 部 材 ３ ６ は 、 限 定 す る も の で は な い が 、 機 械 式 フ ァ ス ナ 、 接 着 剤  
、 及 び こ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど の 様 々 な 方 法 で ウ ェ ブ ３ ３ に 取 り 付 け ら れ る 。 垂 直 補 強 部  
材 ３ ６ は 、 限 定 す る も の で は な い が 、 ア ル ミ ニ ウ ム や チ タ ン な ど の 様 々 な 材 料 で 作 製 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 隔 壁 ３ ０ に は 、 水 平 デ ッ キ ３ １ を 支 持 す る た め の 支 持 部 材 ６ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。  
支 持 部 材 ６ ０ の 各 々 は 、 ピ ン ６ ２ で 、 垂 直 補 強 部 材 ３ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ピ ン ６ ２  
は 、 丸 み 付 け コ ー ナ ー ３ ８ の 半 径 Ｒ １ の 中 心 点 Ｃ と 一 致 す る 。 支 持 部 材 ６ ０ は 、 接 触 縁 ６  
１ を さ ら に 含 み 、 当 該 接 触 縁 は 、 水 平 デ ッ キ ３ １ に 接 触 し て こ れ を 支 持 す る も の で あ り 、  
当 該 水 平 デ ッ キ の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。 一 例 に お い て 、 接 触 縁 ６ １ は 平 ら で あ る 。 他 の  
例 に お い て 、 接 触 縁 ６ １ は 、 異 な る 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ に 示 す 例 に お い て 、 支 持 部 材 ６ ０ は 、 ラ グ （ l u g ） ７ ９ と し て 形 成 さ れ 、 当 該 ラ グ  
は 、 垂 直 補 強 部 材 ３ ６ の 端 部 を 受 容 す る よ う 寸 法 が 決 め ら れ た 一 対 の 互 い に 離 間 す る ク レ  
ビ ス （ c l e v i s ） ７ ７ 、 ７ ８ を 有 す る 。 上 記 ピ ン は 、 各 ク レ ビ ス ７ ７ 、 ７ ８ 及 び 垂 直 補 強  
部 材 ３ ６ を 貫 通 し て い る 。 他 の 例 に お い て 、 支 持 部 材 ６ ０ は 、 垂 直 補 強 部 材 ３ ６ の 片 側 に  
接 触 及 び 接 続 す る 単 一 の セ ク シ ョ ン を 含 む 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 垂 直 補 強 部 材 ３ ６ 及 び 支  
持 部 材 ６ ０ は 、 隔 壁 ３ ０ の 幅 全 体 に わ た っ て 散 在 し て い る 。 図 ６ に 示 す 例 に お い て 、 間 隔  
は 、 隔 壁 ３ ０ の 幅 全 体 に わ た っ て 等 し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 翼 桁 ２ １ に は 第 ２ 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 当 該 前 翼 桁 か ら 外  
方 に 延 び て い る 。 図 ７ 及 び 図 ７ Ａ は 、 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ と 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ と 、 中  
間 丸 み 付 け コ ー ナ ー ５ ３ と 、 を 含 む 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ を 概 略 的 に 示 す 。 第 １ セ ク シ  
ョ ン ５ １ 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ は 、 両 方 と も 実 質 的 に 平 ら で あ り 、 丸 み 付 け コ ー ナ ー ５  
３ は 、 半 径 Ｒ ２ を 有 す る 。 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ は 、 約 ８ ５ ° ～ 約  
９ ５ ° の 範 囲 内 の 角 度 α で 配 置 さ れ る 。 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 対 向 す る 端 部 ５ ４ と  
端 部 ５ ５ と の 間 で 測 定 さ れ る 長 さ Ｌ １ を 有 す る 。 図 ３ に 示 す 例 に お い て 、 長 さ Ｌ １ は 、 胴  
体 １ ０ １ の 下 部 分 の 幅 Ｗ の 全 体 に わ た っ て 延 び る 寸 法 で あ る 。 図 ４ Ａ に 示 す 例 に お い て 、  
後 方 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ か ら 分 離 し て い る 。 後 方 の  
可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ に 対 し て 配 置 さ れ た 第 １ セ ク シ ョ  
ン ５ １ と 、 水 平 デ ッ キ ３ １ 上 に 配 置 さ れ た 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ と 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス  
２ ０ の 前 翼 桁 ２ １ と 水 平 デ ッ キ ３ １ と の 交 点 に 配 置 さ れ た 丸 み 付 け コ ー ナ ー ５ ３ と 、 を 含  
む 。 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ は 、 単 一 の 部 品 で あ っ て も よ い し 、 互 い に 一 体 的 に 取 り  
付 け ら れ た ２ つ 以 上 の 部 品 で 形 成 さ れ て も よ い 。 他 の 例 に お い て 、 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ 及  
び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ の う ち の 一 方 又 は 両 方 は 、 こ れ ら の コ ン ポ ー ネ ン ト の 一 部 で 形 成 さ  
れ 、 例 え ば 、 限 定 す る も の で は な い が 、 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ は 前 翼 桁 ２ １ で 形 成 さ れ 、 第  
２ セ ク シ ョ ン ５ ２ は 水 平 デ ッ キ ３ １ で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 単 一 の 部 品 で 作 製 さ れ た 第 １ セ ク シ ョ ン 、  
第 ２ セ ク シ ョ ン 、 及 び コ ー ナ ー ５ ３ を 含 む 。 他 の 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は  
、 互 い に 接 続 さ れ た ２ つ 以 上 の 異 な る 部 品 で 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ 、 ８ ５ の う ち の 一 方 又 は 両 方 は 、 炭 素 繊 維 強 化  
ポ リ マ ー （ Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ ） 材 料 な ど の 繊 維 強 化 複 合 材 料 又 は 金 属 材 料 で 作 製 さ れ る 。 繊 維 強 化  
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複 合 材 料 は 、 追 加 的 又 は 代 替 的 に 、 繊 維 強 化 ポ リ マ ー 又 は 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク と し て 説  
明 又 は 記 載 す る 場 合 が あ る 。 本 明 細 書 に お い て 、 繊 維 強 化 複 合 材 料 は 、 例 え ば （ 限 定 す る  
も の で は な い が ） 炭 素 繊 維 、 ボ ロ ン 繊 維 、 パ ラ 系 ア ラ ミ ド （ 例 え ば 、 Ｋ ｅ ｖ ｌ ａ ｒ （ 登 録  
商 標 ） ） 繊 維 な ど の 繊 維 や 他 の 繊 維 と と も に 、 少 な く と も エ ポ キ シ 材 料 、 他 の ポ リ マ ー 材  
料 、 又 は 結 合 材 料 を 含 む 。 他 の 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 金 属 及 び ／ 又 は  
金 属 合 金 で 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ 、 ８ ５ の う ち の 一 方 又 は 両 方 に 対 し て 炭 素 繊 維 材 料 を 使 用 す る  
こ と に よ り 、 金 属 材 料 と 比 較 し て 、 腐 食 及 び 疲 労 亀 裂 を 低 減 す る こ と が で き る 。 一 例 に お  
い て 、 航 空 機 の 設 計 は 、 上 部 分 １ １ ０ に お け る 大 型 の キ ャ ビ ン 領 域 １ ０ ６ に 対 応 す る た め  
に 、 幅 の 広 い 胴 体 １ ０ １ を 含 む 。 一 例 に お い て 、 キ ャ ビ ン 領 域 １ ０ ６ は 、 ２ つ の 通 路 、 及  
び 各 列 に お け る ３ 組 の 座 席 に 対 応 す る 幅 を 有 す る 。 胴 体 断 面 を 広 く す る と 、 胴 体 １ ０ １ に  
対 す る 翼 １ ０ ３ の 相 対 横 変 位 が 著 し く 大 き く な る 。 こ の 場 合 、 金 属 製 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部  
材 ５ ０ を 含 む 設 計 は 、 当 該 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 に 生 じ る 歪 み が 大 き く な る た め 、 困 難 で あ  
る 。 ま た 、 炭 素 繊 維 材 料 は 、 航 空 機 １ ０ ０ の こ の エ リ ア に 蓄 積 し て 他 の 材 料 を 腐 食 さ せ う  
る 湿 気 に 対 す る 曝 露 が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 炭 素 繊 維 は 、 航 空 機 １ ０ ０ の 動 作 中 に 生 じ る  
著 し い 繰 り 返 し 負 荷 に 対 し て 、 よ り 適 切 に 対 応 す る こ と が で き る 。 炭 素 繊 維 は 、 疲 労 亀 裂  
が 発 生 し に く い 。 さ ら に 、 接 合 部 ４ ０ の 位 置 に よ り 、 航 空 機 １ ０ ０ が 組 み 立 て ら れ た 後 の  
ア ク セ ス が 困 難 に な る た め 、 課 題 を 最 小 限 に 抑 え る 設 計 上 の 配 慮 が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 、 接 合 部 ４ ０ で 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ を 示 す 。 各 可 撓 性 ア ン グ  
ル 部 材 ５ ０ は 、 そ の 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ が 前 翼 桁 ２ １ に 配 置 さ れ 、 こ れ に 取 り 付 け ら れ て  
い る 。 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ は 、 隔 壁 ３ ０ の 水 平 デ ッ キ ３ １ に 配 置 さ れ 、 こ れ に 重 な っ て い  
る 。 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ は 、 １ つ 以 上 の 機 械 式 フ ァ ス ナ 及 び 接 着  
剤 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 一 例 に お い て 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ は 、 前 方 可 撓 性 ア ン  
グ ル 部 材 ８ ５ の 第 １ セ ク シ ョ ン ８ ７ と 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ ５ ６ は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ 、 及 び 前 翼  
桁 ２ １ 上 に 延 び て お り 、 こ れ ら に 対 し て 接 着 剤 及 び ／ 又 は 機 械 式 フ ァ ス ナ で 固 定 さ れ て い  
る 。 一 例 に お い て 、 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ ５ ６ は 、 Ｔ 形 状 で あ り 、 前 翼 桁 ２ １ 及 び 第 １ セ ク  
シ ョ ン ５ １ に 接 触 す る 頂 部 材 と 、 外 側 に 延 び る ブ レ ー ス （ b r a c e ） と を 含 む 。 支 持 フ ィ ッ  
テ ィ ン グ ５ ６ に は 支 持 部 材 ７ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 支 持 部 材 ７ ０ は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ に 配 置 さ れ 、 こ れ に 取  
り 付 け ら れ て い る 。 支 持 部 材 ７ ０ は 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ と 水 平 デ ッ キ ３ １ 又 は 第 １ セ ク  
シ ョ ン ８ ７ と に 接 触 す る 接 触 縁 ７ １ を 含 む 。 上 記 取 り 付 け は 、 １ つ 以 上 の 機 械 式 フ ァ ス ナ  
及 び 接 着 剤 に よ っ て 実 現 す る こ と が で き る 。 支 持 部 材 ７ ０ は 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ を 越 え  
て 外 方 に 延 び 、 水 平 デ ッ キ ３ １ 上 に 到 達 す る 長 さ を 有 す る 。 図 ９ に 示 す 例 に お い て 、 支 持  
部 材 ７ ０ は 、 互 い に 離 間 す る ク レ ビ ス ７ ７ 及 び ７ ８ を 有 す る ラ グ ７ ９ を 含 み 、 支 持 フ ィ ッ  
テ ィ ン グ ５ ６ を 受 容 す る 。 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 、 ピ ン ７ ２ は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の  
丸 み 付 け コ ー ナ ー ５ ３ の 半 径 Ｒ ２ の 中 心 Ｃ と 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ピ ン ７ ２ を コ ー ナ ー ５ ３ に 配 置 す る こ と に よ り 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の 曲 が り を 最  
小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 半 径 Ｒ ２ に お け る 層 間 応 力 及 び 積 層 曲 げ 歪 み （  
l a m i n a t e  b e n d i n g  s t r a i n ） を 、 炭 素 繊 維 構 造 物 に お い て 許 容 可 能 な レ ベ ル ま で 低 減  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 水 平 デ ッ キ ３ １ 及 び ／ 又 は 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ の 第 １ セ ク シ ョ ン ８ ７ に は 補 強 部 材  
８ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 補 強 部 材 ８ ０ は 、 支 持 部 材 ７ ０ に 対 し て 実 質 的 に 垂 直 に 配 向  
さ れ て い る 。 補 強 部 材 ８ ０ は 、 水 平 デ ッ キ ３ １ の 座 屈 を 防 止 す る た め に 支 持 を 行 う 。 水 平  
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デ ッ キ ３ １ （ 図 ４ Ａ を 参 照 ） の 下 側 に は 、 １ つ 以 上 の 補 強 部 材 ８ ０ が 追 加 的 に 取 り 付 け ら  
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ 及 び 図 ４ Ａ に 示 す よ う に 、 支 持 部 材 ６ ０ 、 ７ ０ は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ 、 ８ ５  
の 長 さ 全 体 に わ た っ て 対 で 配 向 さ れ て い る 。 各 対 は 、 隔 壁 ３ ０ の 水 平 デ ッ キ ３ １ の 第 １ 面  
に お け る 支 持 部 材 ７ ０ と 、 当 該 水 平 デ ッ キ ３ １ に お け る 反 対 側 の 第 ２ 面 に お け る 支 持 部 材  
６ ０ と 、 を 含 む 。 各 対 は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ 、 ８ ５ の 全 体 に わ た っ て 様 々 な 間 隔 で  
配 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 支 持 部 材 ６ ０ 、 ７ ０ の 長 さ は 、 互 い に 重 な り 合 う よ う な 長  
さ と な っ て い る 。 す な わ ち 、 各 支 持 部 材 ６ ０ 、 ７ ０ の 遠 位 セ ク シ ョ ン は 、 隔 壁 ３ ０ の 水 平  
デ ッ キ ３ １ の 両 面 で 重 な り 合 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 隔 壁 ３ ０ を さ ら に 支 持 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ 及 び 支 持 部 材 ６ ０ 、 ７ ０ に よ っ て 形 成 さ れ る 接 合 部 ４ ０ は 、 い  
ず れ も 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ と 前 方 貨 物 デ ッ キ １ １ ２ と の 間 の 圧 力 差 を 封 じ る 圧 力  
シ ー ル を 形 成 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 一 例 に お い て 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 主  
脚 ホ イ ー ル 格 納 部 １ １ ３ と 連 絡 し て お り 、 第 １ レ ベ ル の 圧 力 を 受 け る が 、 前 方 貨 物 デ ッ キ  
１ １ ２ は 、 こ れ と は 異 な る 第 ２ レ ベ ル の 圧 力 を 有 す る 。 一 例 に お い て 、 前 方 貨 物 デ ッ キ １  
１ ２ は 、 飛 行 中 に 加 圧 さ れ る 。 接 合 部 ４ ０ は 、 さ ら に 、 隔 壁 ３ ０ 及 び ／ 又 は 胴 体 １ ０ １ に  
対 す る 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ の 動 き に 対 応 す る た め に 、 せ ん 断 力 の 連 続 負 荷 経 路 を 形  
成 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 接 合 部 ４ ０ は 、 胴 体 １ ０ １ に 対 し て 翼 ア セ ン ブ リ １  
０ ２ を 撓 ま せ る こ と が で き る 。 可 撓 性 を 有 す る 接 合 部 ４ ０ は 、 動 作 に 抵 抗 し て 航 空 機 １ ０  
０ に 重 量 を 加 え う る 剛 性 構 造 と 比 較 し て 軽 量 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 幅 全 体 に わ た っ て 延 在 す る 単 一 の 部 品 で あ  
る 。 他 の 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 各 々 が 幅 の 一 部 に わ た っ て 延 在 す る ２  
つ 以 上 の 別 個 の 部 品 で 作 製 さ れ る 。 こ れ ら の 別 個 の 部 品 は 、 一 緒 に 組 み 合 わ さ れ る と 、 幅  
全 体 に わ た っ て 延 び て 、 接 合 部 ４ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 例 に お い て 、 接 合 部 ４ ０ は 、 後 方 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ と 、 前 方 の 可 撓 性 ア ン グ  
ル 部 材 ８ ５ の 両 方 を 含 む 。 他 の 例 に お い て 、 接 合 部 は 、 単 一 の 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 の み （  
す な わ ち 、 後 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ 又 は 前 方 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ の う ち の 一 方 の  
み ） を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 胴 体 １ ０ １ の 中 央 セ ク シ ョ ン に 配 置 さ  
れ て い る 。 一 例 に お い て 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ は 、 幅 Ｗ に 沿 っ て 中 央 に 配 置 さ れ て い  
る 。 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の 両 側 に は コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ が 配 置 さ れ て い る 。  
コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ を さ ら に 支 持 す る 。 コ ー ナ ー フ  
ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ と 水 平 デ ッ キ ３ １ と の 間 の 実 質 的 な せ ん  
断 接 合 を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ８ に 最 も よ く 示 す よ う に 、 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 前 翼 桁 ２ １ に 接 触 す る 第  
１ セ ク シ ョ ン ９ １ と 、 隔 壁 ３ ０ の パ ネ ル ３ ２ に 接 触 す る 第 ２ セ ク シ ョ ン ９ ２ と 、 を 含 む 角  
度 形 状 を 有 す る 。 コ ー ナ ー ９ ３ は 、 第 １ セ ク シ ョ ン ９ １ と 第 ２ セ ク シ ョ ン ９ ２ と の 間 に 配  
置 さ れ て お り 、 前 翼 桁 ２ １ と パ ネ ル ３ ２ と の 交 差 部 分 に 設 け ら れ て い る 。 コ ー ナ ー フ ィ ッ  
テ ィ ン グ ９ ０ は 、 第 １ セ ク シ ョ ン ９ １ 及 び 第 ２ セ ク シ ョ ン ９ ２ が 約 ８ ５ ° ～ ９ ５ ° の 範 囲  
内 の 角 度 で 配 向 さ れ た 角 度 形 状 を 有 す る 。 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 可 撓 性 ア ン グ  
ル 部 材 ５ ０ と は 異 な る 構 成 を 有 し て お り 、 当 該 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ よ り も 可 撓 性 が 低  
い 。 一 例 に お い て 、 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 チ タ ン 又 は ア ル ミ ニ ウ ム で 作 製 さ れ  
る 。 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 機 械 式 フ ァ ス ナ 及 び 接 着 剤 の う ち の １ つ 又 は 複 数 を  
使 用 し て 、 他 の 構 造 体 に 取 り 付 け ら れ る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ つ 以 上 の 支 持 部 材 ７ ０ は 、 前 翼 桁 ２ １ に 接 続 さ れ て お り 、 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９  
０ に 配 置 さ れ て い る 。 支 持 部 材 ７ ０ は 、 ピ ン ７ ２ に よ り 支 持 フ ィ ッ テ ィ ン グ ５ ６ に 接 続 さ  
れ て お り 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ９ ２ 及 び 水 平 デ ッ キ ３ １ の 各 々 に 延 在 及 び 接 続 す る 長 さ を 有 す  
る 。 同 様 に 、 １ つ 以 上 の 支 持 部 材 ６ ０ は 、 ピ ン ６ ２ に よ り 隔 壁 ３ ０ の ウ ェ ブ ３ ３ に 接 続 さ  
れ る 。 支 持 部 材 ６ ０ は 、 水 平 デ ッ キ ３ １ の 第 ２ 面 に お い て 、 ウ ェ ブ ３ ３ か ら 外 方 に 延 び て  
い る 。 一 例 に お い て 、 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ と 位 置 合 わ せ さ れ た 支 持 部 材 ６ ０ 、 ７  
０ は 、 対 で 並 べ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 例 に お い て 、 コ ー ナ ー フ ィ ッ テ ィ ン グ ９ ０ は 、 さ ら に 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ８ ５ を 支  
持 す る た め に 、 隔 壁 ３ ０ に 対 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ０ は 、 航 空 機 １ ０ ０ の 隔 壁 ３ ０ に 対 し て 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ を 接 続 す る た め  
の 方 法 を 示 す 。 上 記 方 法 は 、 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ と 隔 壁 と の 交 差 部 分 に 可 撓 性 ア ン  
グ ル 部 材 ５ ０ の 丸 み 付 け 中 間 コ ー ナ ー ５ ３ を 配 置 す る こ と を 含 む （ ブ ロ ッ ク １ ６ ０ ） 。 上  
記 方 法 は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の 第 １ セ ク シ ョ ン ５ １ を 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ に  
接 続 す る こ と と （ ブ ロ ッ ク １ ６ １ ） 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部 材 ５ ０ の 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ を 隔  
壁 ３ ０ に 接 続 す る こ と と （ ブ ロ ッ ク １ ６ ２ ） 、 を 含 む 。 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ に 第 １  
支 持 部 材 ７ ０ が 接 続 さ れ る （ ブ ロ ッ ク １ ６ ３ ） 。 第 １ 支 持 部 材 ７ ０ は 、 可 撓 性 ア ン グ ル 部  
材 ５ ０ の 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ の 第 １ 面 を 支 持 す る 。 隔 壁 ３ ０ に は 第 ２ 支 持 部 材 ６ ０ が 接 続  
さ れ る （ ブ ロ ッ ク １ ６ ４ ） 。 第 ２ 支 持 部 材 ６ ０ は 、 第 ２ セ ク シ ョ ン ５ ２ に お け る 反 対 側 の  
第 ２ 面 を 支 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 述 し た 設 計 に お い て は 、 低 い 隔 壁 ３ ０ に 中 央 ウ ィ ン グ ボ ッ ク ス ２ ０ を 接 続 す る 接 合 部  
４ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 、 ほ ぼ 完 成 し た 胴 体 １ ０ １ を 全 て 完 成 し た 翼 ア セ ン ブ リ １ ０ ２  
に 降 下 さ せ て 、 翼 と 胴 体 と の 接 合 を 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 生 産 速 度 を 高  
め る こ と が で き 、 ま た 、 工 場 内 の ス ペ ー ス や 組 み 立 て コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 こ  
の 設 計 は ま た 、 翼 と 胴 体 に か か る 負 荷 を 切 り 離 す こ と に よ り 、 前 翼 桁 ２ １ に お い て こ れ ら  
が 独 立 し て 変 形 す る こ と を 可 能 に す る 。 さ ら に 、 翼 と 胴 体 と を 共 に 移 動 さ せ る 構 造 は 高 価  
で メ ン テ ナ ン ス に 問 題 が 生 じ う る が 、 上 記 設 計 は こ の よ う な 構 造 を 採 用 し な い た め 、 コ ス  
ト 及 び 重 量 の 問 題 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 装 置 １ ０ は 、 様 々 な 航 空 機 １ ０ ０ に 使 用 す る こ と が で き る 。 航 空 機 １ ０ ０ は 、 限 定 す る  
も の で は な い が 、 有 人 航 空 機 、 無 人 航 空 機 、 有 人 宇 宙 船 、 無 人 宇 宙 船 、 有 人 回 転 翼 機 、 無  
人 回 転 翼 機 、 人 工 衛 星 、 ロ ケ ッ ト 、 ミ サ イ ル 、 又 は こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 量 や 測 定 値 に 対 す る 「 実 質 的 に 」 な る 用 語 は 、 記 載 さ れ た 特 性 、 パ ラ メ ー タ 、 又 は 値 を  
必 ず し も 正 確 に 達 成 す る 必 要 が な い こ と を 意 味 す る 。 む し ろ 、 例 え ば 、 当 業 者 に 知 ら れ た  
許 容 差 、 測 定 誤 差 、 測 定 精 度 限 界 、 及 び そ の 他 の 要 因 な ど を 含 む ズ レ や 変 動 は 、 そ の 特 性  
に よ り 達 成 し よ う と す る 効 果 を 妨 げ な い 程 度 に 生 じ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 本 質 的 な 特 徴 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 明 細 書 に 具 体 的 に 記 載 さ れ る 以  
外 の 方 法 で 実 現 す る こ と が で き る 。 本 開 示 の 実 施 形 態 は 、 あ ら ゆ る 点 に お い て 、 例 示 で あ  
っ て 限 定 で あ る と 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。 ま た 、 本 願 の 請 求 項 の 意 味 及 び 均 等 物 の 範 囲  
に お け る 全 て の 変 更 は 、 請 求 の 範 囲 に 包 含 さ れ る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ４ Ａ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ７ Ａ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
2 0 2 2 1 1 5 0 8 2 0 0 0 0 1 4 . p d f
2 0 2 2 1 1 5 0 8 2 0 0 0 0 1 5 . p d f
2 0 2 2 1 1 5 0 8 2 0 0 0 0 1 6 . p d f
2 0 2 2 1 1 5 0 8 2 0 0 0 0 1 7 . p d f
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